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【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 第 １ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 を 第 １ の 温 度 で 予 熱 さ れ て い る 基 板 に 配 設
さ せ る 第 １ の 処 理 ス テ ー シ ョ ン と 、
　 第 １ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 が 集 積 回 路 と 基 板 の 間 を 流 れ る 間 に 連 続 し て 移 動 す る 基 板 を
第 １ の 温 度 よ り 低 い 第 ２ の 温 度 で 加 熱 す る 炉 と 、
　 第 ２ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 を 基 板 に 施 す 第 ２ の 処 理 ス テ ー シ ョ ン と を 備 え る プ ロ セ ス ・
ラ イ ン と か ら 構 成 さ れ 、 上 記 第 １ お よ び 第 ２ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 は 異 な る 材 料 で 形 成 さ
れ 、 第 ２ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 は 第 １ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 よ り 低 い 接 着 性 を 有 す る と 共
に 大 き な 破 損 耐 性 を 有 し て お り 、 上 記 第 ２ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 は 上 記 集 積 回 路 の 縁 り と
上 記 第 １ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 を 包 囲 す る と 共 に シ ー ル す る フ ィ レ ッ ト を 形 成 し 、 上 記 フ
ィ レ ッ ト は 上 記 集 積 回 路 の 縁 り を 越 え て 集 積 回 路 の 側 面 の 一 部 に ま で 延 在 し 、 集 積 回 路 の
残 り の 部 分 と 集 積 回 路 の 上 面 は 第 ２ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 に よ っ て 覆 わ れ て お ら ず 露 出 し
て い る こ と を 特 徴 と す る 処 理 装 置 系 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 第 １ の 処 理 ス テ ー シ ョ ン で 第 １ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 を 第 １ の 温 度 で
予 熱 さ れ て い る 基 板 に 配 設 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 連 続 し て 移 動 す る 基 板 を 第 １ の 温 度 よ り 低 い 第 ２ の 温 度 で 加 熱 す る ス テ ッ プ と 、
　 第 ２ の 処 理 ス テ ー シ ョ ン で 第 ２ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 を 基 板 に 施 す ス テ ッ プ と 、
か ら 構 成 さ れ 、
　 上 記 第 １ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 は 集 積 回 路 と 基 板 の 間 を 流 れ て お り 、 上 記 第 １ お よ び 第
２ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 は 異 な る 材 料 で 形 成 さ れ 、 第 ２ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 は 第 １ の ア
ン ダ ー フ ィ ル 材 料 よ り 低 い 接 着 性 を 有 す る と 共 に 大 き な 破 損 耐 性 を 有 し て お り 、 上 記 第 ２
の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 は 上 記 集 積 回 路 の 縁 り と 上 記 第 １ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 を 包 囲 す る
と 共 に シ ー ル す る フ ィ レ ッ ト を 形 成 し 、 上 記 フ ィ レ ッ ト は 集 積 回 路 の 縁 り を 越 え て 集 積 回
路 の 側 面 ま で の 距 離 の 少 な く と も ２ 分 の １ ま で 延 在 し 、 上 記 集 積 回 路 の 残 り の 部 分 と 集 積
回 路 の 上 面 は 第 ２ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 に よ っ て 覆 わ れ て お ら ず 露 出 し て い る こ と を 特 徴
と す る 処 理 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 第 １ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 を 第 １ の 処 理 ス テ ー シ ョ ン の 基 板 上 に 配 置
す る ス テ ッ プ と ；
　 上 記 第 １ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 が 集 積 回 路 と 基 板 の 間 を 流 れ て い る 間 こ の 基 板 を 加 熱 す
る ス テ ッ プ と ；
　 上 記 第 １ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 と は 異 な る 材 料 で 作 ら れ た 第 ２ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 を



第 ２ の 処 理 ス テ ー シ ョ ン に 配 置 す る 工 程 と ；
　 か ら 構 成 さ れ 、 上 記 第 ２ の ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 は 上 記 集 積 回 路 の 縁 り と 第 １ の ア ン ダ ー
フ ィ ル を 包 囲 し 且 つ シ ー ル す る フ ィ レ ッ ト を 形 成 す る 集 積 回 路 パ ッ ケ ー ジ を ア ン ダ ー フ ィ
ル す る プ ロ セ ス 。
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